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＜連絡事項＞
・特になし

＜入室状況＞
【転出】
・佐々木　理佳様～東病棟Bユニット1号室から西病棟Bユニット22号室へ転出

＜患者様連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・藤井　純子様～主治医からの診察あり。本日から血糖3検の指示あり。インスリンはなし。年末年始中に血糖値が300mg/dl以上になったら指示受けをするように指示あり。また、低血糖時は低血糖フローに従うように指示あり。主治医の次回出勤まではオヤツ等の制限なし。携帯電話の使用許可あり。扇子の持参については不許可の為、回収している。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。他室侵入、奇声脱衣行為あり。介入するが自制困難にて早めに開放観察終了する。症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。攻撃的言動なし、妄想発言聞かれず部屋に戻りますと申告される。危険行為なし。穏やかに経過する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～終日隔離中。本日より午前2時間午後2時間の開放指示あり。開放中は興奮なし他者への迷惑行為なく経過、時間になると自分から、部屋に戻りますと申告される。危険行為なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜村上Dr診察＞
・上野　淳子様～今後施設や転院も視野に入れ、膀胱留置カテーテル抜去し経過観察の指示受け。一日排尿無い場合には導尿実施指示あり。状態に応じ膀胱留置カテーテルの挿入も可。排尿の状態をみて年明けに南病棟の転出について再検討していくこととなる。

・岩舘　俊治様～明けから退院支援を具体化していくよう指示受ける。入院前は一人暮らし。ダルクなどへの入所希望はなし。

＜金Dr診察＞
・角濱　義弘様～診察後主治医より、Bユニット移動許可あり。他処方変更せず経過観察の指示あり。

・井畑　芳則様～他処方変更せず経過観察の指示あり。

・藪　真弓様～診察時本人よりBユニットへの移動希望あり。主治医より、現状も他者トラブルや自傷行為のリスクが残存していることから、Bユニットへの移動はまだ許可できないと説明あり。また処方は変更せず、経過観察の指示あり。

・松原　千積様～処方変更せず、経過観察の指示あり。

・飯岡　未来様～処方変更せず、経過観察の指示あり。

＜患者様入院情報＞
日　　時：令和7年12月29日　13:08
　氏　　名：藤井　純子(ふじい　じゅんこ）様
　生年月日：昭和45年11月19日(55歳)
　病　　名：双極性感情障害
　合 併 症：糖尿病　便秘症
　性　　別：女性
　主 治 医：柞木田Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　八戸市内の中学校を経て八戸西高等学校へ進学。在学時、些細な出来事を機に
　希死念慮が出現し、煙草を飲み込む行為が認められた。H9年（29歳）で結婚。
　結婚後も希死念慮が出現し、灯油を被る、突然行方不明となる行為が認められた。
　夫が精神科病院への受診を勧めていたが、本人が拒否し受診には至らなかった。
　H15年よりカウンセリングを開始するも、上記症状は持続。H16年5月、倉本クリニ
　ックにて多のう胞性卵巣と診断され、ピルの服用を開始。同時期に糖尿病を指摘
　され八戸市立市民病院へ1ヶ月入院。退院後も希死念慮が持続しており、H21.17
　「死にます」と話し、自宅で包丁を持ち出すことがあり、翌8日当院を初診。
　以後は当院への通院を継続していたが、上記症状や不眠等の症状が持続していた
　ことから、H21.1.24当院1回目の入院。以後、家族や人間関係のストレス等で症状
　が再燃し、計11回の入院歴あり。R3年9月30日自宅退院して以降、当院通院継続
　していたが、R7年10月頃より希死念慮の訴え強く、死ぬ方法について決めており、
　日付も決めていると発言あり。薬剤調整行ってきたが改善なく、同年12月29日
　当院受診され、診察の結果入院加療必要と判断され、家族同意のもと本日東病棟
　へ医療保護入院となる。

